
SSWのお話宮下先生のお話

不登校の現状を知る
～私たちができることを考えよう～

令和７年度CSW事業講演会を開催しました ！

11月号
2025年

－CSW（コミュニティソーシャルワーカー）とは－ 福祉に限らず暮らしのこと全てのご相談に対して、

一人ひとりの生活や思いに寄り添いながら、地域のみなさんや関係機関・団体等と協力して解決に向けたお手伝いをしています。 ※豊島区より受託

中央圏域

近年、CSWはスクールソーシャルワーカー（SSW）の皆さんと連携し、不登校の子の支援に携わること
が増えています。支援を通じて、不登校の子どもに対して地域でできることは何かを、地域住民のみな
さんと共に考える機会をつくれないかと考え、不登校をテーマに講演会を企画しました。
今回は、宮下佳子先生（こどもの学び困難支援センタ－特命准教授）、SSW（豊島区教育センタ－）を
お招きし、同内容で9/16（区民ひろば要）、10/7（区民ひろば南大塚）に開催しました。

意見交換

・不登校の現状が良くわかった。
・言葉かけ、接し方、支援等の情報が知れた。
・ＳＳＷの事や役割など知れて良かった。
・地域での見守りや協力が大事。
・意見交換が有意義だった。
・継続的に、何回かに分けて開催してもらいたい。

不登校児の現状、基本的な考え方
から、学校や家庭での子どもの状況を
理解することについて、お話しいただき
ました。また、「地域で見守る」ポイントも
教えていただきました。

SSWの取り組みについて、SSWの体制や
架空の対応事例などを用いてお話しいただ
きました。
事例を通して、SSWが、子どもだけではな
く家族全体の課題を整理し、多くの支援機
関と連携しながらサポートしていることが良
く分かりました。

社会福祉法人豊島区民社会福祉協議会

子どもと話をするときは否定しない
自分の考えや価値観を押し付けない
無理なくできることを手伝う など

宮下先生とSSWもグループに加わり、

活発な意見交換が行われました！
みなさんの感想

多くの方に参加いただき、大切な気づきや
学びを共有することができました。
みなさんと一緒に、CSWも今後の活動

に
しっかりつなげていきます。

東池袋・上池袋・北大塚３



toshima39812930

暮らしの何でも相談会

ＣＳＷがお話を伺い、関係機関や地域情報などをご紹介します。お気軽にお越しください。

上記日程でご都合がつかない場合でも、相談は受け付けております。
電話相談（03-6844-3643）や訪問も行っておりますので、ご連絡ください。

13：30～１5：0013：30～14：30

＠区民ひろば豊成
（上池袋1-28-7）＠区民ひろば上池袋

（上池袋3-13-5）

１1/6（木）

14：00～１5：0０ ＠区民ひろば朋有
（東池袋２-３８-10）

11/7（金）1０:30～１１：3０

社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会
ＣＳＷ 中央圏域担当 山本・小林
（区民ひろば朋有内）

開所時間 月～金 9:00～17:00（祝日・年末年始除く）

メールアドレス：csw_houyu@ｔ.toshima.ne.jp

メールアドレス
読み取りコード

TEL：03-6844-3643

11/17（月）

11/2５（火）

豊島区民社協 SNSやってます
豊島区民社協では
X、Instagram、LINEでも
情報発信を行っています。
ぜひ覗いてみてください♪

社協公式SNSはこちら！

東池袋フレイル対策センター盆踊りの会

発表会は「私たちは人生120年時代！」
とリーダーが宣言し盆踊りを披露。最
後の演目「炭坑節」では、会場見学者
も巻き込んで一緒に踊るというサプラ
イズ☆彡もあり、一体感のある雰囲気
が生まれました。
中央圏域CSWも『足で稼ぐ』を
モットーに地域を歩き、
地域の宝物発掘していきます！

以前、ＣＳＷが町会盆踊り大会に参加するために盆踊りを教えていた
だいた盆踊りの会が10月15日介護予防大作戦！inとしま2025で発表が
あると聞き、感謝の気持ちを込めて見学（応援）に行ってきました！
普段は月1回東池袋フレイル対策センターで行われている自主活動で、
踊りが好きな地域住民が主体的に先生となり地域住民と共に楽しく
踊り、元気でいられるための活動を続けています。

近隣外国人学生が、日本文化を知る機会として参加。
多文化交流も行われています。
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